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国民健康保険特別会計予算書



昭和 50年度目的2市凶民健康保険特別会計予算

昭和 50年度目野市の国民健康保険特別会計の予算は、次K定めるととろによる。

(歳入歳出予算 )

第 1 条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 886，287千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区介どとの金額は、 f第 1表 歳入歳出予

算 jによる。、

(一時借入金〉

第 2 条 地方自治法第 235条の 3、第 2項の規定Uてよる一時借入金の最高額は、20.000

千円と定めるo

昭和 50年 3月 11日提出

日野市長 森 田 喜美男
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第 1 表 歳入歳出予算

歳入

「十I2一1一国園一款 項 ー
金

民健康保険税

庫支 !出金p国民健康保 険 税

1.国庫負担 ハ金. 
2. 国 庫 補 助 金

3. 都 支 出 金

1.都 補 助 金

4. 繰 入 金
、

1 繰 入 金

5. 繰 越 金

1.繰 越 金

6.諸 収 入

1.延滞金及び過料

2.預 金 芳リ 子

3. 雑 入

成 入 ρE斗、 言十

歳 出

歓 項 金

1.紙、 務 費

1.総務 管 理 費

2 徴 税 費

2. 保 険 給 付 費

1 療 養 諸 費

2. 高 額 療 養 費

3. 助 産 費. 
4. 葬 祭 警量

5. 育 児 手 当 金

3. 公 債 費

1 公 債- 費

4. 諾 支 出 金

1. 償還金罪IJ子及び還付金

5. 予 備 費

1 予 備 費

歳 出 メfコh 言十

ー も ー

額

227， 907千円!

22ス907
480;694 

449，917 

30，7 7 7 

73.533 

73，533 
.， 

1 00.000 

1 00，000 

2.000 
申

2，000 

2.153 

351 

1，500 

302 

886，2 87 

65.7額13千円I
53.823 

1¥890 

817， 399 

753.539 

50.400 

1 0.600 

¥800 

¥060 

375 

375 

1，300 

¥300 

¥500 

1，500 

886.287 

昭和 50年度

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

予算に関する説明書



歳入歳出予算事項別明細書



1総括

歳入

2. 国 庫 支 出

3. 都 支 出

4. 繰 入

5. 繰 越
トーーー

6.諸 収

歳入合計

歳 出

本年 度
款

予算額

千円

1.総務費 65，713 

2保険給付費 81ス399

3.公 債費 375 

4.諸支 出金 1，300 
トー_o

5予備費 1.500 
トー一一一

保健施設費 n 

歳 出 合計 886287 

本年 度予算額 前年 度予算額 比 較

22ス987千円 1 73.1 40千円 54，767千円

金 480.694 360.016 1 20.678 

金 73，533 38.521 35.012 

金 1 00.000 1 1 5，6 1 7 ム15.6 1 7 
ー

金 2.000 2，000 。
入 2，153 2，003 150 

886，287 691.297 194.990 

本年度 の 財源内訳
前 年度

比 較 特 定 財 源
予算額 般財源

国都支出金 地方債-そ の他

千円 千円 千円 千円 千円
21，44千2円46，082 19，631 44，271 。 。

ー

639，694 177，705 509.956 。100.000 207，443 

54 321 。。 。 375 i 

1.000 300 。。 。 1，300 

1.000 500 。。 。 1.500 I 

3.467 ム3.467

691.297 194，990 554，227 。100，000 232D60 
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2 歳入
(教 ) 1. 国民健康保険税

(項 ) 1. 国民健康保険税
下

‘ 
節

自i 本 年 度 前年度 土色 較 説 明
区 分? 金

千円 千円 千円 千円
1.国民健 康 保 険税 22スヲ07 173，140 54.767 

年 度 介 220212 ① 1人当り調定見込額 呪784円

③年間平均被保険者数 24200人

③調 定見込額 236]88 

④収 納 率 93% 

収納見込額 ③×④ 220ヱ12

2滞納繰越分 ス695 ①調 定見込額 1t839 

65% 

収納見込額⑦×② 7.695 
計 22ス907 173，140 54767 一一一一一一一 ------- (款国民健康保険税 〉

(款 ) 2. 国庫支出金

〈項) 1. 国庫負担金

本年度|前 年 度 較
節

自 比 説 明
区 介 金 額

千円 千円 千円 千円 千円

1事務費負 担金 23，402 16;323 ス079 。法第 69条K係る負担金を計上

1.現 年 度 分 23，401 ① 被保険者 1人当 b 967円

② 年間平均被保険者数 24200人

予算計上額 ①×② 必23，40.1

2.過 年 度 分 4 9年度精算分

2.療養給付 費負担金 426，515 336615 8引900 。法第 70条K係る負担金を計上

年 度 介 426，514 ①補助対象 給 付 費 t06ι28.5、

②焚 付 率 74宵8 

予算計上額 ① ×② 426，514 

2過 年 度 介 49年度精算分

計 449，917 352，938 守も.979 ---------_____---
〈款国庫支出金 〉

-12一 -13一



(款) 2 国庫支出金

〈項) 2. 国庫補助金

目

1.助産 費補 助金

2高額療養費補助金

3.調整交付 金

保健婦補助 金

言十

(款) 3. 都支出金

(項 ) 1. 都補助金

日

1.事務費補助金

本年度前年度比 較了l 区 副時分

千円 千円 千円
3，533 3.333 200 1.助産 費補助金

25200 2，108 23，09211.高額療養費補助金

2D44 1.258 786 1調 整焚 付金l

。 379 ム 379

30，777 ス078 23，699 一一一一一一一

本年度 前年度 比 較
節

区 分

千円 千円 千円
11.930 11.832 98 1.事務費補助金

1-司ーーーー白血戸町ー-

-14-

一 一

35千3円316 

25200 

2，044 

i 

-------

金 額

千円
11，930 

説

。助産費補助金

① 1件当 bの基準額

①支 給見込件数

③交 イサ 率

予算計上額 ⑦×⑦×③ 

0 高額、療養費補助金

⑦支給見込額

②交 付 午τ合2三

予算計上額 ①×② 

。保険税軽減費交付金

⑦ 1 8万円以下

均等割 480円x1，274人

平等害Ij 840円x 672世帯

② 1 8万円以上

均等割 320円x1.876人

平等割 560円x 479世帯

予算言十上額 ①+② 

廃 目

説

o 事務費補助金

⑦ 被保険者 1人当 b

② 年間平均被保険者数

①×② 

上

-15-

一一一一一一一一一一一専

明

20，000円

530件

1 3 

50，4 00，0 00円

1 2 

611，520円

564，480円

600320円

268240円

明

493円

24200人

千円

3，533 

25200 

2D44 

(款国庫支出金 〉

千円

11.930 

(款 都 支 出 金 )



(項 ) 1. 都補助金

一 - j十

千円 千円 千円
2.給 付 費 補 助金 31，833 I 8，141 I 23，692 I 1.給付費 o 給付費補助金

助産費補助 金

(i) 1件当 b補助

②支 給見 込件 数
ー

b @ 焚 付 額 ① ×② 

葬祭 費補 助 金

⑦ 1件当り 補助

③支 給 見込 件数

' ⑤ 交 付 額 ① ×② 

t 育 児手当 金

① 1件 当 b補助

② 支 給 見込 件数

。 交 付 額 ①×② 

結核予防法等適用者 10割給付補助金

③ 補助対象見込額

高額療養費補助金

l 
③ 補助対象見込額

予算計上額 ③+②+③+③+③ 

3.老人医療助成K伴 う

俣険者負担増補助金

4調整 補 助金

保健婦設置費補助金

計

(款 ) 4. 繰 入 金

〈項 ) 1. 繰 入 金

目

1.一 般会計繰 入 金

計

22β75 

6895 

。
73.533 

本 年 度

千円
100，000 

100，000 

12β65 10ρ10 

5.304 1，591 

379 ム も;79

38521 35.0 12 

前 年 度 比 較

千円 千円
115，617 ム 15β17

115，617 ム 15，617

-16-

1.老人医療助成K伴 う 22，875 。老人医療助成補助金

保険者負担増補助金
老人医療助成K伴 う保険者負担増補助金

1.調 整 補 助 金 6.895 

，--ト
格差是正補助金

廃 自

一一一一一_-_________--- ~_L 

ー

節

介|金
説

区 額

千円
1.一 般会計繰 入 金 100.000 0 一般会計からの繰入金を計上

一一一一一♂L-------
-17-

一 一 一円相

明

千円

6，666円

530件

3533 

8.000円

180件

1，440 

2.000円

530件

t060 

600 

25200 

31.833 

22875 

6β95 

(款都支出金 〉

明

(款 繰入金 )



(款 ) 5. 繰越金

(項 ) 1. 繰越金

較し一一 ~t 
目 本年 度 前年度 比 ー一

区 分 金 客員
一千円 千円 千円 千円

1.繰 越 金 2.000 2.000 。1.前年度繰越金 2，000 

言十 2，000 2.nOO 。
J 一一一一一一一一 --------

〈款) 6.諸収 入

(項) 1. 延滞金及び過料

本年 度 前年度 較
節

自 比
区 介 金 額

千円 千円 千円l 千円
1.延 滞 金 350 200 150 1.延滞金及び加算金 350 

2過 料 。1.過 料

言十 351 201 150 

一一一一一一~----------
〈款 ) 6. 諸収入

〈項 ) 2 預 金利子

本年度 前年度 較 節目 比
額区 分 金

千円 千円 千円 千円
1.預 金 刺 子 1，500 1，500 。1.預 金 利 子 500 

計 1，500 1，500 日 一一一一一一一戸---------
(款) 6. 諸収入

〈項 ) 3.雑入

節
目 本 年 度 前年度 比 較

額区 介 金

千円 千円 千円
30千0円1.返i区 納 金 300 300 。1.返 納 金

2第三者納付金 。1.第三者納付金

-ト一一一一3.雑 入 。1.雑 入

計 302 302 。一一一'一一一一一i__________-

-18-

金 二一一

説 明

千円。延滞金及び加算金を計上 350 

。過料

一一ムー
(款諸収入〉

説 明

円千。預金刺子を計上

預金利子 1，500 
-ー

一一一一
(歎諸収入〉

説 明

。不当利得返納金 300 千円

。第三者納付金

。雑 入

(款諸収入)

一19-



8歳出
(款) 1.総 務費

(項 ) 1. 総務管理資

本年度の財源、内訳 節

自 本年 度 較 特定財源 説 明

国都支出金地方債ーそ の他
一 般財源 区 分 金

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.一般管理費 5t973 5ス079 14894 35，130 。 。16β43 . 。国保事業一般事務K要する諸経費を計上

2給 料 21，696 一 般 職 12人

3:職員 手 当等 20，562 

4.共 済 費 2，184 職員共済組合負担金他
‘・

女質 金 420 臨時職員雇用賃金

9.旅 費 216 目... 己 通 旅 費 171 

特 男IJ 旅 費 45 

， 10.焚 際 費 50 保険者交際費

11.需 用 費 896 消 耗 品 費 226 

食 糧 費 42 

印刷製本費 613 

修 繕 料 ー‘・ 15 

、
12役 務 費 400 通信運 .搬費

郵 便 料. . 

13.委 託 料 5506 診療報酬請求明細書処理委託料

日:否両料及一び賃借料
量

5 自動車借上 料
.、

怜 負担金、 補助 38 関東甲信静地区都市国保協議会負担金 5 
及び 交付金

' 東京都市国保協議会負担金 5 

多摩支部事務研究会負担金 15 

国保団体連合会多摩支部保険者負担金 10 

関東甲信静地区都市国保事務研究会負担金 ろ

2運営協 438 358 80 102 。 。 336 o国保運営協議会K要する静養を計上

諺会費
h a 1.報 酬 158 国保運営協議会委員

円支 費 222 費 用 弁 償 183 

特 月iJ 旅 費 39 
四一

11.需 用 費 41 消 耗 品 費 3 

食 糧 費 38 

14.使用料及び賃借料 5 、自動車借上料

校負担金、補助 12 多摩支部国保軍営協議会々長会負担金 10 
及び 交 付 金

都市国保運営協議会連絡会負担金 2 

〈款総務費 )

nu 
つ乙 -21-



(項) 1. 総務管理安

自 |本年度|前 一三 三日午示ト
節 i

説明
区 分 金 額

ト一一一一一一-，
| 千円

3.趣旨普及襲 I 547 

4.連合会I 865 
負担金

591 274 。 。 865 

千円| 千円

o趣旨普及K要する諸経費を計上
、

8.報 償 費 540 健康家庭記念品

11.需 用 費 7 印 刷 製 本 費

何負担金 、 補助 865 o連合会負担金

及び交付金

千円

613 Iム 羽…“

言十 I 53β23 38641 15，182 35232 n 18591 

〈款絵務費〉

(款) 1. 総 務費

〈項) 2 徴税費

本年度の財源内訳 節

本年度 定 財 源 説目 較 特
区 介 金 額

明
般 財 源

国都支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.徴税費 10535 6250 4285 呪039 。 。 t496 o保険税賦課徴収K要する諸経費を計上

ス質 金 84 臨時職員雇用賃金

呪旅 喪 22 国保税徴収旅費

11.需 用 費 1，128 消 耗 品 費 122 

印 刷 製 本 費 926 

燃 料 費 50 

修 繕 料 30 

12役 務 費 2.913 通信運搬 費 2，865 

手 数 料 40 

自動 車損 害保険料 8 
、

I 13.委 託 料 6286 国保税賦課計算事務

18.備品購入費 102 庁 用 備 品

2納税奨励費 1，355 1，191 164 。 。 。 ¥355 似負担 金、 補助 1.355 納税組合 補 助金
及び焚 付 金

昭和 49年度調定額 55357×-1400 -

言十 1t890 ス441 4449 引039 。 。 2851 一一一------------
(款絵務費 〉

-22- -23-



〔欽 ) 2， 保険給付事I~

(羽 ) 1. 窪{養 E者資
「一一一一一「

目 |本 年度|前年度|比

本年度の財源内訳

較|特定財源|
ト ! I 一寸一 般財源
I国都支出金 i地方債tIその他

節

。 。 2520 

区 付補分金馴t金7 額 山一

明

1世負担金安、 46.4千00円10療養給付費保険者負担分を計上
千円

及び
| 年間医療費見込額 1，066，285 

給付 割 合 12 

時担金、補助| 療養費保険者負担分

及び 交 付金
る，000x古

13.委 託 料| 2，939 I 審査手 数 料 t520 

千円| 千円| 千円| 千円
1.療養給付費1 746，4001 618，1251 128275 I 448310 Tl 1001〕JF11980r

2療養費 4，200 2，794 1406 
ー寸一一-

1，680 

3.審 査支払1 2.939 I 2，058 I 88 1 I 0 
手数 料

o I 0 I 2.939 

言十 " 753539' 622，977' 130562' 449.990 o I 100ρ00 I 203，549 一一二云「ム云Y

支払手 数料 1419 

(款保険給付喪 〉

〈款 ) 2. 保険給付費

(項) 2.高額療養襲

本年度の財 源、 内訳 節

自 本年 度 前年 度 比 較 特- 定 財 源 説 明
般 財 源、 区 介 金 客員 、

国都支出金 地方 債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.高額療養費 50.400 4，217 46，183 50，400 。 。 。 円 負 担 金 、 補 助 50.400 高 額 療 養 費
及び 交付金

言十 50，400 4217 46，183 50AOO 。 。 。 一一一一一一'
_______-

一噌
ー~__________ ~ __________ ~___________Lーーーー-ー

1
6
1
1
1
1
1
1
1
1
4
t
l
i
li1
1
1叶
1
1
4
'

一明

一

(款 保険給付費 〉

〈款 ) 2 保険給付費

〈項 ) 3. 助産費

千円 千円
600 

エ」方主|そ汗…

4 

節

説 明目 本年 度|前 年 度|比
区 分|金

1.助 産 襲
千F

10β00 
千円

3，534 
千円1

1呪負担金 、 補助， 10.600 ， 助
及び 交 付金I I 

→一一一コーっ______;;;>r---一一一

千円。 千円。 羽
…

産 費 20X530件

一↓
l
 

-宮山
口 10，000 600 。 。 3，534 

〈款保険給付費》
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(款 ) 2. 保険給付費

(項 ) 4. 葬祭 費

本年度の財源内

目 本 年度 前年度 比 較 特 定 財 ?漂

国都支出金 地方債 その他

千円 千円 二千円 二千円 千円 千円
1.葬祭費 ¥800 ¥500 300 t440 。 。

計 1，800 1，500 300 t440 I 。 。

明

円千

T (款保険給付費〉

(歎) • 2 保険給付費

〈項) 5. 育児手当金

丁一 本年度の財源内訳 節

本年度|前年度 説自 比 較 特 定 財 穂
区 分金額

明
般財源

国都支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円
1.育児手当金 t060 ¥000 60 1，060 。 。 。 育児手当金 2 x 530件

及び交 付 金

計 1，060 1，000 60 1，060 。 。 。
一一一 ------ｿ 

(款保険給付費〉

〈款) 3. 公債費

(項) 1.公 債 費

本年度の財源内訳

」ニ
節

自 本年医 前年度 比 較 特 定 財 替、
分 金 額

説 明
般 財 源

国者[1支出金 地方債 その他

37キ5R 
千刊 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1利 子 54 221 G n 。 375 23.償還金利子 375 一 時借入金刺子
及び菩IJ 引料

言十 375 54 221 。 。 。 375 

(款 公債費〉
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(款 ) 5. 誇支出金

〈煩 ) 1. 卸i堅金及び選付金
「一一一一丁一一一一 一1--ーァ 一

本年度の財源内訳 節

目 本年度 較 特定財源 L
!金

説 明

国都支出金地方債その他 般財源、
区 分 客員

ー

千円 千円 千円 千。円 千円 千円 千円 千円 千円
1.償還金罪(ド子 1，300 1，000 300 。 。 1，300 23.償還金利子 1，300 保険税過誤納還付金
及び還付金 及び筈IJ 引料

言十 1，300 1，000 300 。 。 。 1，300 一一___----------- (款諸支出金〉

(款) 6. 予備費

〈項) 1.予備費

本年度の財源内訳 節

目 本年度 前年度 比 較r~ 定財源 J 説 明

国都支出金地方債その他 ←般財源
区 分 金 額

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円
1.予 備 費 1，500 1，000 500 。 。 。 1，500 0予備費を計上

言十 1，500 1，000 500 。 。 。 1，500 ~戸~ 一

(款 予備資 )

Q
U
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給与費 明細 書

予算科 目 職員数 給 与 費
昭和 50年度

共 済費 メELZ 言十
款 項 特別職 一般職 報酬 rt~ 料 職員手当等 書十

人 人 千円 千円 千円 千千工 千円 千円

1.~務賢
総 務

1・管理費 ヲ 12 158 21.696 20562 42，416 2，1月4 44600 

計 9 12 158 21.696 20562 42.416 2.184 44600 
一

前 年 度 9 12 135 1ス520 16.169 33β24 ~752 35576 
都市計画事業特別会計予算書

比 較 。 。23 4，176 4393 8592 432 9，024 

千円
扶養 手 当 720 時間外勤務手当 624 

調整手当 1.884 期末勤勉手 当 14.646 
職員手当等の内訳

管理 職手 当 1，176 住居手当 660 

特殊勤務手当 336 通勤 手 当 516 

-30一



昭和らほ手度日野市都市計画事業特別会計予算

昭和 50年度目野市の都市計聞事業特別会計の予算は、次K定めるととろによる。

(歳入歳出予算 )

第 1 条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 52t739千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区介どとの金額は、「第 1表 歳入歳出予

算 JV<:よる。

(歳出予算の・流用〉

第 2 条 地方自治法第 22 0条第 2項ただ し書 きの規定Kよb、歳出予算の各項の金額

を流用するととができる場合は次の とき;-..!?と定める。

(1) 各項K計上した給料、職員手当及び共済費 (賃金K係る共済費を除<) vc係

る予算額K過不足を生じた場合にお、ける同一款内での、とれらの経費の各項の

聞の流用。

昭和 50年 5月 11日提出

日野市長 森田喜美男

-33-



歳入

款

1. 繰 入

2.都 支

3. 繰 越

4. 諸 収

歳

歳出

歎

1 都 市 計

2 予 備

歳

第 1 表 歳入歳出予算

項

金

1. 繰 入 金

出 金

1 者日 支 出 金

金

1. 繰 越 金

入

1.諸 収 入

入 メιミコ 言十

項

画 費

1. 区画整理管理費

2 神明上区画 整理費

費

1.予 備 費

出 メEコh、 計
ιー

-34-

金 額

2 1 0，5 0 0千円

2 1 0，50 0 

100 

100 

1 5， 1 6 9 

1 5， 1 6 9 

295，970 

2 9 5，9 7 0 

521，739 

金 額

5 0 8，3 3 0千円

52，783 

4 55，54 7 

13，409 

1 3，40 9 

521，739 

昭和 50年度

都市計画事業特別会計

予算に関する説明書



歳入歳出予算事項別明細書



1総 括

歳 入

歎

1.繰 入

2 者。 支

3. 繰 越

4. 諸 収

金

出 金

金

入

国庫支出金

歳入 合 計

歳出

本年度

款
予算額

千円

1.都市計翻費 508330 

2予 備費 13.409 

歳出 合計 521，739 

本年度予算額 前年度予算額 比 較

2 1 0.500午伺 76，7 1 1千円 133，789千円

100 。 100 

15，169 83.601 ム68.432

295，970 228，133 6ス837

。 ム

521， 739 388.446 1 33.293 

本年度の財源内訳

前年度
比 較 特定財源

予算額 一 般財源
国都支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円
297.7千30円374，957 133，373 100 。210500 

13，489 ム 80 。。 。13，4 09 

388A46 133293 100 。210500 31~139 

-39ー



2jr支入

(主主 ) 1. t"，:入金

(項 ) 1. 繰 入金

本年度 前年度 比 較
節

説自 明
区 介 金 額

千円 千円 千円 千円 千円

1.一 般 会計 絵 入金 210500 76J11 133J89 1区間整理管理費 50500 0一般会計繰入金を計上

繰 入 金
区画整理管理安維入金

2神明上区画 整理 160，ono 神明上区画整理事業繰入金

‘ 繰 入 金

言十 210.500 76711 133789 
ー一一一一一一~ (款繰入金 )

金

金

出

託
支

委

都

都

内

4

4

1

款

/
項

節
説自 本年度 前年度 比 較 明

区 分 金 額

千円 千円 千円 、千円 千円

1.区画 整理委託 金 100 。 100 1.区画整理 委 託金 100 0区画整理委託金を計上

区画整理法第 76条許可事務委託金

------------------
=・・・‘-

雪十 100 。 100 
」ー・

(款都支出金 〉

〈款 ) 3. 繰越金

(項)• 1. 繰越金

目 本 年 度 前年度 比 較
節

説 明

区 介 金 額

千円 千円 千円 千円 千円

1.繰 越 金 15，169 83601 ム 68.432 1.区画整 理管 理 費 8756 o前年度繰越金を計上

繰 越 金 区画整理管理費繰越金

2神明上区商 整 理 6，413 神明上区画整理事業繰越金

繰 越 金

言十 15，169 83β01 ム 6加 2し一一一一レ-------
〈歓繰趣金〉
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(款 ) 4. ~者収 入

(項) 1.諾収入

自

1.保留地処分金

2.預 金 芳リ 子

3.雑 入

千円

294480 

200 

t290 

295，970 I 

比 較

千円 千円

224，985 6呪495

250 ム 50 

2，898 ム t608

228，133 67.837 

-42-

節

区 分

1.神明上区画 整理
予納金及び処介金

1.区画整理管理費
預 金 利 子

2神明上区画整理費
預 金 芳リ 子

1.区画整理管理費雑入

2神明上区画整理費
雑 入

-----------

一一一一一 -一一一一一一「

説 明
金 額

千円 千円

294480 0保留地夕立介金を計上

神明上区図書き理予納金及び処分金

3，6 8 1 m! X 8 0，0 0 0円

100 o預金制子を計上

区画整理管理費預金汗1)序

100 神明上区画整理費預金矛IJ子

1，289 o雑入を計上

平山台換地消費Kよる徴収金 ¥231 

四ツ谷下換地清算Kよる徴収金 58 

清算予 納 金

I~ 
(款諸収入〉
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ろ歳 出

(歎 ) 1. 都市計画費

(項) 1. 区画整理管理費

本年度の財源内訳 節

自 本年度 前年度 比 較 特定財源
一 般 財 源

説 明

国都支出金地方債その他
区 介 金

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千刊

1.一般管理費 51，552 33.162 18390 100 。5t452 。 2.給 料 24240 。区画整理一般管理事務K要する経費を計上

一 般 職 14人

司.
3.職員 手当等 23542 

4.共 済 費 2，436 職員共演組合負担金他

9.樵 慣 89 普 通 旅 費

特 J.lIJ 旅 費

10交 際 費 120 区画整理事業K伴う交際費

目

11.需 用 費 t060 消 耗 ロ(:lロ 費 、3

f南 耗 文 具 235 

消 耗 器 材 100 

被 服 費 42 

光 熱 、水 費

水揚ポンプ電気料

燃 料 費 2 、'圃

ガソリン代他

食 糧 費

e 会議用賄費

印刷 製本費. 
青写真焼付他

修 繕 料 L 

自動車修繕

12役 務 費 58 通信運搬費

郵 便 料 50 

自動車保険料 8 

F 

似 負担金 、 補助 7 土地区画整理ゼ ミナール参加負担金

及び交 付金

2平山台清算 1，231 t350 ム 119 。 。 1.231 。 1呪負担金、 補助 1.231 。平山台清算事務による経費を計上

事 務 費 及び交付 金
換地清算Kよる交付金

ー

千円

A
H
F
h
J
V
 

7 

4 

。

5 

9 

5 

〈款都市計四賀 〉
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i J本年度l前年 度 |比 J 11:;;lfーい :- 説 明

3.四ツ谷下

清算事務費

千円。 千円

11.438 
千円

ム1t438
千円。 目

千円

4事業 資 。 ム 。 自

牛
iz--ロ 52J83 45，951 丘832」 nu

 

nu 

a1

・5

〈款都市計画費 )

(款 ) 1. 都市計画費

(項) 2 神明上区画整理費

本年度の財源内訳 節

目 本 年度 前年度 比 較 特 定 財 源 説 明
般 財源、 区 介 金 額

園都支出金 地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.区 画整 理 86，908 26，622 60286 。 。86タ08 。 2.給 料 2，556 o神明上区画整理K要する経費を計上

総務費
一 般 職 2人

3.職員 手当 等 2.47守

4共 済 費 252 職員共済組合負担金他

z賃 金 400 人 夫 賃

9.旅 費 14 普 通 旅 費

11.需 用 費 299 消 耗 ロpロ 費 229 

消 耗 文 具 202 

消 耗 器 材 21 

被 月民 費 6 

食 糧 費 10 

験 会 議用賄 費

印刷製本費 50 

青 写 真焼付他

作 繕 料 10 

測 量器具修 繕

12.役 務 費 25 通信 運搬費

郵 便 料

(歌都市計画費 〉

-46-
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(項) 2. 村町j上[三曲i~手王空襲

16原 材 料 費

18.備品購入費

1呪負担金 、 補助
及び 交付金

2審議会費! 7641 576 1 188 1 。l 764 I 01 1 1.報 酬!

11.需 用 費

3.事業費I36ス8751260800 1 107，075 I 。| 70.145 I 29ス730I 
13委託料

15工 事請負費

22補償補填及び賠償金

497 

29 

80ρ00 

726 

説

俣留地緑道委託料

自動車 借 上料

土地借上 料

敷 砂 利 他

測量及び設計用備品

水道管布設負担金

明

千円

10 

72 

。神明上区画整理審議会員及び評価員K要する経費を計上

審議会委員報酬 630 

評 価 員報酬 96 

38 1 食 糧費

会議用賄

1[0神明上区画整理事業K要する経費を計上

一轡 !神明上区画整ー吋

道路補修工事

356β75 建 物 移 転 305，580 

立 木 工 作 物 ろ呪900

立 毛 荒 地 84 

土 地 損 失 650 

i iqJ00ベ

15 7.817Wと7~
埋 設 物 321 

水道本管移設 10，340 

言十 I 455，547 1 28ス9981 16ス5491 」
(款都市計画費〉

〈歎 ) 1. 都市計画費

(項) 3. 四ッ谷下区画整理費

本年度の財源内訳 節

日 本年度 前年度 比 較 特 定 財 zj、
区 分 '組

説 明
般財源、 金

園都支出金 地/方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

一」一一
千円

1.区 画整理 。10.008 ム 10β08 。 。 。 。 廃 目

総務費

〈款都市計画費 〉
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(項 ) 3. 四ツ谷下区画整理費

本 年度の財源内訳

節 |金引i 説E i:本 年 度 前年 度 比 較 特 定 財 源、 明

地方債 その他
般 財 源 l三

国都支出金

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千。p.:: 千円 : 千円

3.事 業 費 。 3tooo ム 31，000 。 。 。 廃 日

。 41，008 ム 41，008 。 G 。 。 一一一一一一レ_______-
(款都市計画費 〉

(款 ) 2. 予 備費

(項) 1.予 備費

本年度の財源内訳 節

自 本 年 度 前年 度 比 較 特 定 財 務、 説 明
般 財 源 区 分 金 客員

国都支出金 地方 債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.予 備 費 13，409 13.489 ム 80 。 。 G 13，409 。予備資を計上

区画整理管理費 スヲ62

神明上区画整理費 5.447 

言十 13，409 13，489 ム 80 。 。 。 13，4091 

一一_------~ 一
(款 予備費 〉

nu
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給与 数 明 訓告

( _")蓄は対前年度比較増減
昭和 50年度

予 算 科目 職員数

定士 項 特別職 一般職
l職 計 共 同

合5日2千1計B円1報 酬 給与 手当等
トーー

人 人 千円 工!こ円 千円 千円 千円

区 画
1.整理1 。(0) 14(2) o I 24240 I 23542 I 4ス782 I 2，436 

都 市
管理費

1・言十回費 ー

神明上
2，区画 18(0) 2(0) 726 2，556 2，479 5，761 252 6，013 
整理費

メEコk 18 16 726 26，796 26，021 53，543 2，688 56231 

前 年 庶 18 17 546 21，497 20，534 42，557 2，148 44，725 . 

比 絞 。ム1 180 5299 5，487 10，966 540 11，506 

千円
調整 手当 2376 期末 勤勉手当 18569 

扶養 手当 1，488 住居手当 960 

職員手当等の内訳 管 理 職 手当 1，368 児 童 手当 。
通 勤 手当 480 特殊勤務手当 36 

時間舛勤務手当 744 

下水道事業特別会計予算書

つ
ム

只
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昭和ら0年度日野市下水道事業特別会計予算

同和 50年度日野市の下水道事業特別会計の予算は、次K定めるととろKよる。

(歳入歳出予算 )

第 1 条 歳入歳出予算の紙、額は、歳入歳出それぞれ 77， 290千円と定めるo

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区介どとの金額は、「第 1表 歳入歳出予

算 JVCよるo

昭和 50年 3月 11日提出

日野市長 森田喜美男
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第 1 表 歳入歳出予算

歳入

款 項 金 額

1.使用料及び手数料 1 4，4 0 1千円

1. 使 用 料 1 4，36 5 

2.手 数 料 3 6 

2.繰 入 金 6 2.344 

1. 繰 入 金 62，344 

3. 繰 越 金 500 

1.繰 越 金 500 

4. 諸 収 入 4 5 

1. 預 金 罪リ 子 4 0 

2.雑 入 5 

歳 入 ρロ、 言十 7ス290

歳出

款 項 金 額

1.下 水 道 費 68，230千円

1.下 水 道 費 6 8，2 30 

2. 公 債 費 8，860 

1 公 償 費 8.860 

3. 予 備 費 200 

1.予 備 費 200 

歳 出 メロ吉、 言十 77.290 

〆
ORJV 

昭和 50年度

下水道事業特別会計

予算に関する説明書



歳入歳出予算事項別明細書



1総 括

歳入

款
ト一一一ー一一ー

1.使用料及び手数料

2. 繰 入 金

3. 繰 越 金

4. 諸 収 入

歳入合 計

歳出

本年 度
款

予 算額

1.一末水道費 6823千0円

2 公債費 8β60 

本年度予算額

1 4，4 0 1千円

62，344 

500 

45 

7ス290

前 年 度
比 較

予算額

千円 千円

50，4 2 9 1ス801

9，052 ム192

3.予備費 1rEo 。
歳出合計 7ス 81 17，609 

前年度予算額 比 較

1 3，844千円 557千円

45，223 1ス12 1 

500 G 

1 1 4 ム 69

5引681 17， 609 

本 年 度 の 財源内訳

特定財源
一般財糠

国都支出金 地 方 債 その 他

千円 千円 千円 千円。 。53，4 84 14，746 
ー。 。8，860 。

。 。 。200 

。 。62，344 14，946 
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2 i.流入
('款 ) 1. fラ!問料及び等ぞ下l

CJJi) 1.使用料

節
説日 本年 度 前隼度 比 較 明

区 介 金 額

千円 千円 千円 千円 千円
1使 用 料 14365 13，828 537 。下水道使用料を計上

1下水道使用料 ー 14365

言十 14365 I 13，828 
537一一一一一レィイー

f歓使用料及び手数料〉

〈款) 1. 使用料及び手数料

〈項) 2.手数料

目 本年度 前 年 度 比 較
節

説 明
区 介 金 額

千円 千円 千伺 千円 千円
1.手 数 料 36 16 20 。排水設備申務手数料を計上

1.申 請 手数料 36 

計 36 16 20 ------------- (款使用料及び手数料 )

(款) 2.繰入金

〈項) 1.繰入金

自 本年度 前年度 比 較
節

鋭 明
区 介 金 額

千円 千円 千円 千円
。一般会計よタの繰入金を計上

千円
1.一般会計繰入金 62，344 45223 1ス121

1.一般会計繰入金 62.344 

-----戸戸， ー

---------
言十 62344 45223 17，121 

~戸-
〈歌繰入金〉

〈款) 3. 繰越金

〈項) 1.繰越金

質i
目 本年度 前年度 比 較 説 明

区 分 金 額

千円 千円 千円 千円 千円

1繰 越 金 500 500 。 0前年度繰越金を計上

1繰 越 金 500 

言十 soo 500 。三一一一一レ_---し
〈款 繰越金〉

。ι
f
O
 

之
-v

A
U
 



(款 ) 4. 諸 収入

(項 ) 1. 預金利子
- -ーーーーーーーーー一一戸』ーー・ー ~-._-目 ♂ーーー・ーーーー・-ーーーー一ー一ー司-~_._ -_.ーー

目 本年度 |前 年 度 |比
分金額

ー ー 一
千円 千円 千円

l.f頁 金 来リ 子 40 40 

利 子 4日 i
言十 40 40 

一一一一一一-----------

(款 〉 4. 諾収 入

〈項 〉 2. 雑 入

前 年 度 較
節

目 本 年 度 比
区 .分 金 客員

千円 千円 千円 千円

1.雑 入 5 74 ム も守

1.雑 入 5 

言十 5 74 ム 69 

一一一----
~ 

， 

h 

F 

-64一

」一一一一

言L 明

千円

(款諸収入〉

説 明

_1  . 
1 

千円
0私用電話料を計上

(款諸収入〉

-65-



3 歳 出
( tr:j~ ) 1. 下水道費

〈項 〉 1. 下水道費
一 一

本年度の財源内訳 節

目 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源
般財源

説 明

国都支出金地方債|その他
区 分 金 額

千円
30.9千1円0 

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1下 務水 道 46，561 15.651 。 。46561 。 。下水道関係の職員の給与、事務K要する梓賢を計上
経;費

2.給 料 14304 一 般 職 7人

五職員 手当等 14，969 

4共 済 費、 ¥440 職員共済組合負担金他

呪旅 費 29 普 通 旅 費

11.需 用 費 t052 消 耗 ロEロ3 費 134 

消 耗 文具 費 58 

消 耗 器 材 費 76 

被 月R 襲 2人 19 

燃 料 費 335 

ガ ソ ン代

食 糧 費 11 

会 議 賄 費

修 繕 料 553 

自動車 修 理 70 

事務所塗装 483 

12役 務 費 75 通信運搬費

電 話 料 72 

郵 使 料 3 

13.委 託 料 14623 下水 道料金収納 ス000

自家用電気保安点検 162 

夜 間 業 務 ス440

作業員健康診断 21 

'--
18備 品 購入費 69 庁 用 備 ロロu 

2.下水 道 21，669 1引519 2，150 。 。 6.923 14746 。下水処理に要する経費を計上

処理費 ス質 金 150 処理場内除草作業人夫賃

1 ~.需 用 費 13.4 52 f内 耗 ロロ口 費 1，397 

燃 料 費 195 

~~ ぅt 熱 水 費 8A49 1 
. 

(款下水道費 )

ーらも一 ーも，7-



(項) 1. 下水道費
一一一一一一一一一寸一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一

本 年度の財源 内訳

自 本年度

千円

言十 68230 

(款 ) 2. 公 債費

(項) 1.公 債費

自 本年 度

千円
1.元 金 3，403 

2.別 子 5，457 

計 8β60 

トーーーーーーーーーーーー一一一ーーーーーーー一一一
前年度 比 較

国都支出金地方債その
一 般財源

千円 千円 千円 千円 千円 二千円

50.429l 17，801 。 。53484 14，746 

-， . 

本 年度の財源内釈

前年度 比 較 特 定 財 源
般財源

国都支出金 地方債 その 他
J 

千円 千伺 ヰ刊 千円 千円 千円

3.358 45 。 。 3，403 。
'-' 

5.694 ム 237 。 。 5，457 。
' 

9.052 ム 192 。 。 8B60 。
J 

-68 _-

一一一一一一一一-ー
節

説 明
区 分 金

千円 千円

電 気 料 8D07 

水 道 料 442 

被 服 費 107 

修 繕 料 1，424 

医薬材料 費 1.880 

12役 務 費 82 水質検査手数料

13.委 託 料 6，880 汚 泥 運 搬 5.880 

汚 水 本管 清 掃 1.000 

15工 事 請負費 750 ホイメト レー Jレ工事
ト一一一
16原 材 料 費 121 砂 利 他

18.備 品 購 入 費 234 一 輪 車 イ由

ーー--戸--♂---- ------- (款下水道費〉

節

説 明
区 介 金 客員

一

3，40千5F 
千円

23.償還 金利子 0市債の元金償還に要する経費を計上
及び 割引料

』
償 還

. 
フロ 金

23.償還 金 利 子 5.457 。市債芳1}子K要する経費を計上
及び 割 引 料

償還金利子

__L一一~ ~ --- 〈敷公債費 〕

ーも守一



(歎 〉 3. 予 備費

(項 〉 1 予備費

本年度の財源内訳

本 年度|前年度|比 較 | 特定財源 j
国都支出金地方債その他-一般財源

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円
200 200 。 。 。 。 200 

s言十 200 200 。 。 。 。 200 

-70ー

節

区 分 ! 金 額

千円

説

0予備費を計上

-71ー

明

千円

一--ー-ーーー・ー

(款予備費)



給与費明細 書

予算科 目 職員数 給 与 費

料|職員

共済費 {コh、 計

歎 項 特別職 一般職 報酬 給 計
手 当 等

人| 人 千円 千円 千円
29.27千3FH 

千円 千円

1.下水道費 1.下水道費 7 。14304 14，969 1，440 30.713 

βロ、 言十 。 7 。14，3fl4 14，969 2呪273 1.440 30.713 

前 年 度 。 7 。10.390 10，459 20，849 t039 21，888 

比 較 。 。。3，914 4510 8，424 401 8B25 

扶養手当 792 通勤 手 当 252 千円

調整手当 t236 時間外勤務手当 1，608 
職員手当等の内訳

管 理 職 手 当 336 期末勤勉手当 ヌ701

特殊勤務手当 624 住居手 当 420 

昭 和 50年 度

市立総合病院事業会計予算書

地方債の前年度末における現在高並びに前年度末及び当該

年度末にユジける現在高の見込に関する調書

当該年度中増減見込額

区 分
前々年度末 前年度末 当該年度末

現 在 高 現 在 高 当該年度中 当該年度見込中額元
現在高見込額

起債見込額 金償還
・司同旬・-ーー~同-ー一・周回園田町ーー-

千円 千円 千円 千円 千円

下水道事業債 88，818 85，461 。 3，403 82，058 

円
〆
L

守

J



昭和 50年度目野市立総合病院事業会計予日

(給;則〉

第 1 条 昭和 50年度目野市立絵、合病院事業会計の予算は、つぎK定めるととろによる。

(業務の予定量 〉

第 2 条 業務の予定量は、つぎのと長 bとする。

(1) 病床 数

(2) 年間患者 数

入 院

外来

日) 一 日平均患者数

入 院

外来

(4 ) 主 要 走 事業

厨房及び検査室改修工事

内壁塗装替工事

下水改修及び盛土工事

自動火災報知器改修工事

冷房機設置工事

機械器具及び備品購入

(収益的収入及び支出〉

142床

4 1， 6 1 0人

1 20.000 1/ 

1 1 4人

400 " 

ろ.200千円 ν 

2.35 5 y 

1， 3 40 V 

2.00 0 v 

1. 500 v 

1 8.4 4 2 J 

第 3 条 収益的収入及び支出の予定額は、つぎのとなりと定める。

収 入

第 1款病院事業収益

第 1項医業収益

第 2項 医業外収益

支

第 1歎病院事繋費用

第 1項医業費用

第 2項医業外費用

第 3項予備費

に
J守，，

83 6.6 5 8千円

56 p.4 1 0 

271， 248 

出

9 56.2 1 7千円

9 2 5.6 1 2 

3 0， 1 0 5 

500 



( 期間州1. 収入及 U コ~. tU ) 

第ろ条の 2 期間外収入及び支出の予定額は、つぎのと b りと定める。

収 入

第 1款期間外収益 200千円

第 1項期間外収益

支

第 1款期間外費用

第 1項期間外費用

(資本的収入及び支出〉

第 4 条 資本的収入及び支出の予定額は、 つぎのとなりと定める。

(資本的収入額が資本的支出額K対して不足する額 2司748千円は過年度分

損益勘定留保資金 13， 2 4 4千円及び当年度介損益勘定留保資金 16， 5 0 4千

200 

出

200千円

200 

円で補てんするものと する 〉

収

第 1款資本的収入

第 1項企業債

第 2項都補助金

第 5項 国定資産売却代金

支

第 1款資本的支出

第 1項建設改良費

第 2項 看護婦、准看護婦貸付金

第 3項 企業債償還金

3 8， 7 5 0千円

28，837 

960 

8，953 

入

引002千円

引000

出

(企業債 〉

第 5 条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、つぎのと台りと定

める。

起債の目的

限度額

起債の方法

利 率

償還の方法

医療機械器具整備資金K充てるため

司000千円

証書借入又は註券発行

9冊以内

起債のときから据置期間を含めて 30年以内 K元利均響額ま た

は元金均等の償還をする。ただし融通条件または企業財政の都

合陀 よb償還年限を短縮 し、 落 し〈は繰上げ償還または低刺K

，O
 

7
f
 

借 り替えする とと がある。

f一時借入金〉

第 6 条 一時借入金の限度額は 20 0， 0 0 0千円と定めるo

(議会の議決を経をければ流用するととができ左い経費 〉

第 7 条 っきK掲げる経費Kついては とれらの続費の金額を、 とれら以外の経費K流用

し、叉はとれら以外の終費を とれらの金額K流用する場合は議会の議決を経な

ければなら在い。

(1) 職員の給与費 6 6 7， 0 3 0千円

(2) 交際費

(3) 食 糧 費

(他会計からの補助金 〉

第 8 条 支出負担区分及び収益的収支K対する補損のため、一般会計から との会計への

430 

135 

補助を受ける金額は 20 0， 0 0 0千円である。

(たま卸資産の購入限度額 〉

第 9 条 た左卸資産の購入限度額は 18 6， 3 5 5千円と定める。

昭和 50年 3月 11日提出

日野市長 森 田 喜美男
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..・. 昭和 50年度

市立総合病院事業会計予算

実施計画及び説明書



昭和 50年度日野市立総合病院事業会計予算実施計画書

収主主的収入及び支出

収 、入

款 項
了|一一一一目一

節 備 考

1.業病収院主事主

i 千円
836，658 

1.収医 業益 565，410 

1.入院収益 302，754 

入 院収拾 302，754 ス276円x114人x365日

2.外来収益 247，080 

タよ来収益 24ス080 2，059円x400人x300日

3.そ医業の収益他 15，576 

室料差額収益 6，178 

公汚 衆動収衛益生
2β43 予防接種628集団健康診断2215

医療相談収益 ¥209 育児相談 481個人健康診断 728

利受託用検査収施益設 2，492 

診伝療染受病託患者料 1，300 

そ医業の収主他主
1，554 文書料容器料

2.収医業益外 271，248 

1.受及配取当利金び息 945 

. 
預金利息 945 

2.他補会助金計 154341 

他会計補助金 154341 

3 5ス664

-81ー



~~ +~ ~ ~ i u_~平JfF王二二三二心
都補助金 5ス664 市院町内村保育公立事業病運院営運営費事補業助金補助86金456BGO 

ーーートー ー一

4.負焚付担金金 45，659 

負担金交付金 45，659 

検市救准費町査看急45村養指セ日成特定ンヲ費別増タ医ー安嵩6師3付鮮1研06税費8究682オ1研81修ー企57日0業費フ6・債高ン?入剰6度往8院診息医助委療1産1託増5費嵩612 4 6経0 

5.患食者収舛益給 5，720 

患者外給食 5720 職員 2，906付添2β14
収 益

6.その他収主医主 6.919 
業外

不用品売却
収 益

その他医業外 6，918 託伝染児料病棟84補0填電4気35料0他電2話55料 t473
収 益

支出

数 項 目 節 予定額 備 考

千円 千円

1.業病院費事用
956217 

1.医 業 925，612 
費用

1.給与費 667，030 

〈給 料 〉 (281，775) 

医 師 給 5t716 医 師 1 7名

看護婦給 118，068 看護婦 7 5名

医療技術員給 34766 医療技術員 2 0名

事 務員給 32，400 事務員 2 0名

労務員給 44825 労務員 28名

(手 当〉 ( 308，434) 

円
ノ』no 

官 E日

玉 三

医療技術員 1 2(え4961調整手当 24370時間外勤務手当
手当I I 

!事務員手当 l 33，3631住居手当 ス917児童手当 240

労務員 手当 I42.067 I通勤手当 4，950期末勤勉手当 186254

〈賃 金)I (45，454) 

看 護 婦 給

医療技術員給

事務員給

労務 員 給

〈報酬〉

委員報酬

呪872

2，520 

4699 

(84) 

841病院運営委員会委員 8名

法 定 福 矛IJ費 I 28283 

退職給与 費 I 3β00 

2.材料費

薬 品 費

診療材料費

17克也
15 802A試853注射薬5麻8薬A5血7液外等用1薬54 

10，42 薬5β20.!fk~Ifll~~ 1547 

t3.3361 注ンガ553840射類ス644針6?7ギガ7?5フ??ープ9ィ0検ス縫ゼル合査包注粉ム他針材帯射現料器類糸1像461116定0521568q5着220液酸輸人X素4工線液148骨セフ5'1投頭ィッル薬笑類ト気ムピ

23718 患者食4t610食

t461 鉛子類、摂子類、尖万類、手術用器具等

55638 

3.976 麻72酔0医そ2の，58他1特殊診療、特殊検査医
675 

1.1191普通旅費970特別旅費 149

t0141白衣、予防袋、手術袋、看護靴、靴下等

間一一一
食
一
動

給

一
医

3.経費

報 償襲

費
一
賢

通
一
服

交
一
一
被

費
一
一
員

旅
一

一職
ムーーー-
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戸事:i款項 自 首j 考|
ー一一 ー ・ー ー

千円

消耗品費 3J08 カルテ感圧紙及びその他用紙類644
石献、洗剤等 731給食用消耗品 393
医療用消耗品 441茶 298 トイレヅトペ

ーパ- 401文具類 328鐙光管他 472

消耗備品費 998 保管庫 130 ロッカー 210机 52椅子
26ブラインド 50自動車用バッ テ リー

15卓上計算機 20ナンバーリング 72
ファイリングキャビネット 25本立21
カッター他377

光熱水費 引599 電気料 5，277水道料 2，594ガス代 ¥728

燃 料 費 5235 ボイ ラー用意油 4，972ガソリン 186
自家発電用軽油 12白灯油 23プロパン

ガス 42

食 糧 費 135 運営委員会茶菓代5 招へい医師食事代

60会議賄費 70

印刷 製 本 費 980 薬袋226X線フィノレム 152名刺4
封筒 43決算書 32陽商焼付現図筈 29
カノレテ製本代 60印刷用フィノレム SP等

311収入支出伝票 123

修 終 饗 4.495 医療機械器具修繕 2.484建物修繕 936
ポイラー他 1，075

保 険 料 252 医師賠償責任保険 131建物共済 71

車輔共済 13他

賃 借 料 3，593 寝具借上料 3，110他

委 託 料 16，050 清掃委託料 6，480白衣なむつ等洗濯委託

料 2，134検査委託料4，158胞囲処置委託

料 320エレベータ一保守 504電話交換

機保守 360フイノレムパッ チ測定 144給
食 リフ ト保守 130院内消毒委託料 454

定火自家災10通用4電報自気設動備工火作保災物守報幌5知6守設オ2備6ー8保アX守Y線2シ日漏ス2えテ自いム動測

往診医委託 12金銭登録機保守 26レセ

プ ト計算委託料 378ばい煙等測定委託料

240自家発電装置保守 100

通 信運 搬費 3，171 電話料 3，083切手ノ、ガキ代 88

諾 会 費 640 南多摩医師会費 162南多摩医師連盟会費

40東京都医師会費 37東京都医師連盟

会費 16日本医師会費 32日野医師会費

29全国自治体病院協議会 67東京都自

-84-

l 款 (項 j 目 ~!__ 1-~ __ 玉定量1- 慌; 考-1
一一一十一一「--i J一一一 副

費 3D!
11 J 

雑 費 243 麻薬取扱申請手数料8 病理解剖保存費

100解剖弔慰金 15広告料 120

交 際 費 430 

4.滅 価 23J60 
償却費

建物減価費 ス981
償却

一「

構 築 物 166 
滅価償却費

トーーーーーーー

器械備品 15，4 96 
減価償却費

車両被価 117 
償 却 費

5.資産減 2 
耗 費

~ 

， 

た左卸資産減

耗 費

固定資産

除 卸 費

6.研 究 t938 
研 修費

研究材料 費 30 講習会テキス ト等

謝 金 180 講師招へい謝金

図 害 費 726 医学図書

旅 費 910 医師学会出席旅費630他

研 究雑費 92 

只
d

n
HU
 



一竺」一一空一一i--E-i 節 | 予定額| 備 一芳

2開 il l
↑支払利息し 17，992 

企 業債利息 1t564 

一時借入金 6，428 
芳リ ，息

2患者外給| 5，403 
食材料費

l患者外給食材| 山 |職員 間 6食付添 15.356食
料 費

3准看護婦| 6，708 
養成費

給 与 5刈委託生徒8名分、一料3.622
手当1.885法定福矛1.1資 362

¥ 

経 費1 ，8391際料432入学金収験問書代
48制服代 100焚通費 219

;ト一一二

4雑損失 1or-l!lda'i1:!1Il1 2| 
不用品売却 1 
原 価

その他糊失| 1 I 1 

500 

500 

予 備 費| 500 

-86-
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j羽前外収入及び支出

収 入

款 項 日 節 予定額 イ鵡 ラ号

千円

1.期間外収益 200 
/ 

1.期間外収益 200 

期間外収益 200 

，過年度損益修正 200 

一

支 出

款 項 ， 目 節 予定額 備 ~ヲe 

千円 一
1.期間外費用

F 

200 ー， 、
←一ーー 、
1.期明外費用 200 

jもT晶外費用 200 

過年度損益修正 200 

7
J
 

Q
U
 



資本的収入 及 び 支 出

収 入

正項 目 節 備 ラ号

呪00千2円

1.企 J埜詮下、 債 女000

1.企 業 債 呪000

企 業 債 引OOG医療機械購入事業

2.都補助金

1.都補助金

都補助金

五代固定資産寛明金111一L一F一一資一産

売却金

代固定資産売金却

一一

支出

ー一寸
款 項 自 賀行 予定数 備 ラ号

千円
1.資本的支出 38750 

1.建設改良費 28β37 

1.改 良 費 10395 

工事詩負賢 10395 

2.有購形厨入定資産費 18.442 

有購形固入定資産饗 18.442 

2護看髄婦婦貸・付准金看 960 

1・護看護婦婦貸・付准看金 960 

看護説婦婦貸・付准金看 960 

3.企業債償還金 巴.95ち

1.企業債償還金 8.953 

区語債ー償還金 8.953 
一一一一一一一 一一

no 
Q
U
 

， 



i同本日 50年皮 日町二市ry;jui令病院 事業会計給与費明系明書

句.

職 員 数 与
区 分 信一 法定福利費 メロk 言十

特 別 職 一般 職 報 酬 給料 賃 金 手当等 言十

人 人 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

損益勘定 医業費用 8 160 84 281，775 45，454 311.434 638.7 4 7 28，283 66ス030
い一一一ー一一一一一ヤ『一一 一一

支弁職員 医業タ1費用 一 8 一 3，622 一 1.885 5，507 362 5，869 

資 本勘定支弁職員 一 一 一 一 一 一 一 一
一 f--ーー一一一一一ーー一一一一一一一一一一ー一一ーー

一計 8 

168 84 285.397 45，454 3 1 3，3 1 9 644，254 28，645 672.899 
一一一一一一 一ヤー 一
前年 8 155 80 1 72，1 55 35，529 197， 707 405，471 1ス321 4.22，792 

比 0 1 3 4 1 1 3，242 呪925 1 1 5.61 2 238，783 11;324 250，107 

扶養 手当 5，568千円 期末勤勉手当 1 8ス849千円

調整手当 24，660 住居 手当 ス917

管理職 手当 1 5，726 児 童 手当 240 
手当等の内訳

特殊勤務手当 40，462 退 職給 与金 3.000 

通勤手当 4，950 時間外勤務手当 1ス222

宿 日 直 手当 5，725 

-90- -91-



昭和 49年既日野市立総合病院事業会計予定的お百十浮2j:

(前年度)

『守・・・τーτ-・り

日野市:117.総合病院事業会計資金計i函t桝和 50年度

2 6 8，3 3 4 

26，421 

(昭和 49年4月 1日から昭和 50年 5月 31日まで〉

千円

529，291 

797.625 

294，755 

千円

1695 

13，579 

2，489 

284，952 

564，389 

1 6 5，3 6 6 

1 8，4 9 9 

2 3 0， 7 6 0 

4 6，8 8 0 

2 

375 

4，995 

2 10，880 

3 4，2 1 0 

4 2，60 0 

1 8，35 1 

主主

益

襲

失

その他医業収益

費

賢

費

その他医業外収益

当年度続~. • '利ー益

，息

費

脅

他会計補助金

金

患者外給食収益

受取罪IJ息及び配当金

負担金交付金

益ー

用

益

用

耗

収

却

イ参

収

収

費

矛IJ

損

助

収

費

与

滅

研

料

償

外

外

院

来

業

補

払

産

究

価

業

業

業

業

入

ヂト

給

資

材

続

研

獄

医

支

都

医

医

医

医

)
 

]
 

(
 

4. 

)
 

-(
 

(21 

(3) 

(21 

)
 

-(
 

(4) 

(61 

(21 

(6' 

(2¥ 

)
 

-{
 

(3) 

(41 

(fi) 

(5) 

2. 

3. 

千円〉

区 介 前年度決算見込

戸JζZ 入 資 金 t 0 7 2，4 7 6 

一
事 業 収 益 4 7 2，50 8 

前 年 度未収金 54，4 1 9 

一 般会計出資金 3，000 。 ム 3，000 

他会計負担金 34，2 1 0 4 5.6 5 9 11， 449 

他 会 計補助金 2 1 0.880 1 54，34 1 ム 5 6，5 3 9 

東部共立病院負担金 t 3 4 3 。 ム 1，34 3 

都 補 助 金 43，732 57.665 13，933 

企 業 債 35，000 9，00 0 ム 26，000

一 時 僧 入 金 1 60，000 1 90，0 0 0 3 0，00 0 

期 間 外 収 」争品毛4ごa 7 3 200 1 2 7 

間定資産売却代 金 5 7 ム 56 

前 年 度繰越金 5ス254 3，338 ム 53，916

支 払 資 金 1， 0 6引138 1，019，529 ム 4呪609

事 業 費 用 7 84，0 5 1 9 0 8.1 9 2 1 2 4， 1 4 1 

前 年度未払金 50.081 20，887 ム 29.194 

貯 積 品 1，587 1，500 ム 87 

建 去R又'" 改 良 費 5 4，82 7 28.837 ム 25，99 0 

看護婦貸 付金 。 960 960 

企業債償還金 8，588 8，953 365 

一 時 借入金返済 1 70，000 50，000 ム120.0 0 0 

期 間 外 費 用 4 200 196 

差 ヲl 3，338 8.646 5，308 

(単位

4，585 患者外給食材料費(21 

3，483 准看護婦養成費(3) 

26，421 2 失損雑(4) 

当年度純刺益

~ 93--92一
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昭和 4P年庭日野市立総合病院事業 会計予定貸借対照表 (N万年関

(昭和 50年 5月31日〉
、一ー一一ーー一一一一ーーーーーー一一ーーーーーー一--

資 産 の 音B 負 債 の 部

千円 千円 千円 千円 相| 千円

1.闇 定 資 産 4. ・流 動 負 債
、

{1l有形固定資産 (l) ー 時 件目 入 金 50，000 

イ 〉 土 地 5，598 (2) 未 払 金 20.887 

ロ〉 建 物 230.049 (3I 前 ~ζ 与 金 540 

建物減価償却 引当 金 38.097 19¥952 (4 ) 預 り 金 1 0 

構 築 物 3.404 流 動負債合計 71， 437 

構築物減価償却引当金 809 2，595 負 債 メ口入 計 7¥437 

器 械 備 品 1 45，505 

器械備品減価償却引当金 60，870 84，635 資 本 の 音E

ホ 〉 車 輔 1，533 5. 資 本 金

車両減価償却引 当 金 867 666 (l) 自 己 資 本 金 10え099

有 形 固 定資産 合 計 285，446 (21 借 入 資 本 金

(2) 無形国 定資産 企 業 債 1 73，662 1 73，662 

イ 〉 電 話 力n 入 権 102 102 資 本 金 メ口b、 言十 280.761 

無形固定資産合計 102 

(3) 投 資 6. 剰 余 金

イ〉 投資有価証券 100 100 (1)資 本 乗リ 余 金

投 資 ，ロA. 計 100 イ〉 国 庫 補 助 金 6，941 

国定資産合計 285，648 ロ〉 者日 補 助 金 呪067

受贈財産評価額 515 

2.流 動 資 産 資本剰余金合計 16，523 

(1)現 金 預 金 ろ.338 (21 失 損 金

(21 未 収 金 64，318 イ ) 当年度未処理欠損金

(3) 貯 蔵 品 1 5，000 繰越欠損金年度末残高 387 

流動資産合計 82.656 当年度純別益 。
欠 損 金 A ロ 計ι 387 

3. 繰 延 勘 定 禁リ 余 金 メEhコ 言十 16，136 

(1) 前 払 費 用 30 資 本 金 メロミ 言十 296.897 

繰延勘定合計 30 

資 産 メロh 計 368.334 負債 資 本合計 36，8，33生
トー~
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昭和らo年度日野市立総合病院卒業

岨...，.---

会計予定貸借対照表白該年00

i 負債

4.疏動負債

{11 一 時借 入 金

(2) 未 払 金

資

1.固定 資産

(1)有形固定資産

イ 〉土地

ロ〉 建 .. 物

建物減価z償却引当金

ハ〉 構 築物

構築物減価償却引当金

ニ〉 器械備品

器械備品減価償却引当金

ホ〉 車 鞠 |

車輔 滅価償却 引当金

有形 固定資産合計

(21 無形固 定資産

イ〉電話加入権

無形 固定資産合計

(3)投 資

イ〉投 資有価証券

ロ 〉看護婦貸付金

投資合計

間定 資 産合計

2.流動資産

(1) 現金預金

(2) 朱 ‘収金

(3)貯 蔵品

流動 資 産合計

3. 繰 延勘定

III 前払費用

繰 延勘定合計

資 産合計

産 の

千円

240，084 

46，078 

ろ，764

975 

163，946 

76，366 

t533 

984 

1 () 2 

苦官

5，598 

194，006 

2.789 

87.580 

549 

102 

10o I 100 

ーヲ6-

960 

8.646 

75，341 

16，500 

30 

千円

290，522 

102 

nu
一d
斗
.

A
U

一Q
u

nu-

〆。

4
』

-
4
L一。，一η乙

1 00，4 8 7 

50 

392，201 

千円

(3) 前

(4 )預

iS 
主ι 金

金b 

統 動 負 債 合計

負債 合計

の
-J-

口凶
一

4
s
e
-

ミ
u

一

田川
一

zu
一

年
一

A
『

'z-
只
J
V

一

n
H
H

一

t
t什
一

π
P

昭
一
音

rs、、
一

1 90，000 

24.265 

540 

1 0 

円千 円千

資

5. 資

(1) 自

本 金

己 資本金

(幻借 入 資 本 金

企 業債

資本金合計

6. 剰 余 金

(J)資本剰余金

イ〉 国 庫 補 助 金

ロ〉 都補助金

ハ〉 受贈財産評価額

資本 剰 余 金 合 計

(2)失預 金

イ〉 当 年度未処理欠損金

繰越欠 損金年度末残高

当年度純損失

欠損金合計

剰余金合計

資 本合計

~ 
負 債 ・資 本合 計

本 の

6，941 

9，068 

51 5 

387 

11呪559

官官

1 0ス099

173，709 

1 6，524 

119，946 
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昭和 50年度

受託水道事業特別会計予算書



i昭和 50年皮 日野市受託水道事業特別会計予算

昭和 50年度 目野市の受託水道事業特別会計の予算は、 次K定 める ととろによる。

(歳入 歳出予餐 〉

第 1 条 歳入、 歳出予算の給額は、 裁入、 歳出それぞれ 747， 910千円と定める。

2 歳入、歳出予算の款項の区分及び当該区介どとの金額は、「 第 1表 歳入歳出

予質 Jによるo

(歳出予算の流用〉

第 2 条 地方自治法第 220条第 2項、ただし:書の規定Kよタ 歳出予算の、各項の経喪

の金額を‘流用することができる場合は、次のとお、 bと定める。

(1¥ 各項 K計上した給料、I隊員手当等および共済費K係る予算額K過不足を生じ

た場合になける同一款内での、とれらの経費の各項の間の流用。

昭和 50年 5月 11日提出

日野市長 森 田 喜美男

-101-



款

1.受託 水 道 事業収 入

一
歳 入 メEミI 

歳 出

款

1.受託水道 事業費

歳 出 メ日』

項

1.都受託事業 収入

百十

項
、

1水 道 管 理 費

2.建 設 改 良 費

言十

-W2-

金 額

747， 910 千円

7 47， 9 1 0 

74ス910

金 言員
ーー

7 4 7， 9 1 0 千円

333，000 

4 1 4，9 1 0 

7 47， 9 1 0 

昭和 50年度

受託水道事業特別会計予算

実施計画及び説明書



歳入歳出予算事項別明細書



1総括

歳入

|款

i1. 受託水道事業収入

歳入合 計

前年度予算額 1 

71女577千円

719，577 

円

較
一
千

一
文
J
V

スu

一
ス
叫
ス
叫

一
之
J
V

スv

一
8，一

8.

比

2

2

本年度予算額

7 4ス910千円

7 4ス910

歳出

本年度の財源内訳
本年度 前年度

款 比 較 特 定 財 源
予算額 予 算 額 般財源

国都支出金 地方 債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

受託業水道 747.910 719，577 28333 。 。74ス910 。
1・事 費

歳出合計 747.910 719.577 28333 。 。74ス910 。
」ー』ーー

， 
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2歳， 入
(数 〉 1. 受託水道事業収入

〈項 ) 1. 都受託事業収入

節
日 本 年 度 前年度 比 較

額
説 明

区 分 金

千円 千円 千円 千円 千円

1.管 理 収 入 33a.ooo 196.377 136.623 1.管 理. 収 入 333，000 。管理費受託事業収入 333.000 

2建設工事収入 414，910 523200 ム108290 1.建設工事収入 414.910 0建設費受託事業収入 4 1 4，9 1 0 

計s 747.910 719，577 28，333 ~ レィ: 一一

(款受託水道事業収入〉
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3歳 出
(款〉 1. 受鈴代通事業費

〈項 〉 1. 水道管理費
3 

本年度の財源内訳 節
ー一

自 本年 度 前年度 比 較 特 定 財 源
般 財源

国都支出金 地方債 その他

事t 明
区 介 金 額

千円 千円 千円 千円 乎円 千円 千円

1.浄水費 140.400 78，920 6t480 G 。140，400 G 
千円 . 千円

o浄水事業K要する経費を計上

2.給 料 30298 一 般 職 2 0人

3.職 員 手当等 3t883 

4.共 済 費 3，020 職員共済組合負担金他

虫旅 費 22 普 通 旅 費

11.需 用 費 65，1ヲ5 被 月民 費 555 

イ席消耗品費 883 

光 熱 水 費 110 

動 力 費 61，485 

燃 料 費 725 

印刷製本費 108 

修 繕 費 1.327 

13.委 託 料 8β63 浄水場電気工作物管理 3.307 

計装設 備 保守 4308 

そ の 他 1.248 

16.原 材 料 費 1，121 液体塩素等

2.配水費 58500 12，240 46260 。 。58500 。
。配水事業に要する経費を計上

2.給 料 15;55 一 般 職 1 0人

3.職員手当等 15J71 

4.共 済 費 1，568 職員共済組合負担金他

呪旅 費 44 普 通 旅 費

11.需 用 費 1.923 被 月R 費 329 

備消耗品費 440 

印刷 製本費 180 

修 繕 費 974 

13.委 託 料 2，700 消火栓、仕切弁等修繕

15.工 事請負費 1呪500 配水管移設費

ー-ー『・・
16.原 材 料 費 t239 配水管復 !日用機材

3.給水費 33500 引772 23，728 。 。33500 O~ 0給水事業K要する経費を計上
.句ー.句同

(教受託水道事業費 〉
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(項 ) 1. 水道管理費

一一一一一一一仁本年度の財源内訳 石 一一一丁一一 一 | 
日本年度前年度比 較 特 定 財 源 | 説 明

園都支出金 l地方債その他般財源 且 区 介金 額

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 ~ 千円
2.給 料 10，312 一 般 職 7人

3.職員 手当等 司107927ヲ411 i 
4.共 済 費 職員共済組合負担金他

虫旅 費 普通旅費

11.需 用費 1，304 被服費 114 

備消耗品費 90 

燃料費 51 

印刷製本 費 20 

修繕費 旬29

13.委 託 料 矢160 漏水工事及ひ.検満量水器取替

16.原 材料 費 1β94 給水関係材料

4.受託事業費 3，500 I 24，400 ぷ 0，900I 0 I 0 I 3500 1 0 I I 1 1 0受託工事K必要左経費を計上

2.給 料 1，472 一般職 1名

3.職員 手当等 1，532 
、

1 4共 済 費 147 職員共済組合負担金他

呪旅 襲 9 普通旅費

11.需 用費 54 被服費 36 

備消耗品費 18 

L 116.原材料費 286 受託 工 事 材 料

5.業務 費 ?ス.100I 71β45 1 26055 1 0 1 0 1 . 9ス100I 0 I I I 10業務K要する鮮費を計上

2.給 料 31，284 一 般職 20人

3.職員手 当等 33j84 

4.共 済 資 3.115 職員共済組合負担金他

る.恩給及び退職年金 6737 

ス賃 金 2051

呪旅 費 342 普通旅費 100 

特 別 旅 費 242 

10.交 際費 100

11.需 用 費

備消耗品費 1，200 

千-ーー 燃料費 1796 

(款受託水道事業費 〉
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(項 〉 1. 水道管理費
一ー

本年度の財源内訳 節

目 本年度 前年 度 比 較 特 定 財 源
一 般財源

説
区 介

国都支出金地方債その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

光 熱 水 費 616 

印刷製本費 1.314 

修 繕 費 1β80 

金 穆 費 50 

12.役 務 資 2929 通信運搬費 1203 

手 数 料 1，376 

保 険 料 350 

13委 託 料 10287 料金計質事務 3770 

検 針 業 務 1，114 

集 金 業 務 3;;66 

庁 ~コb 替 備 1β00 

そ の 他 237 

14.使用料及び賃借料 496 水道管布設K伴う借地料
同

円負担金、 補助 148 日本水道協会負担金 70 
及び焚付金

日本水道協会総会 H 8 

関東地方支部総会 H 8 

東京支部絵会 胃 8 

実務協議会 曹 10 

管理者研究会 H 5 

研究発表会 曹 20 

そ の 他 19 

22補償、 補填 10 
及び賠償金

2Z公 課 費 99 自動車重 量税

、-
一一---------~ 一一一一一一計 333β00 196377 136623 。 。333，000 。

J --
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(欽 〉 1. 受託水道事業資

c:明 〉 2. 建設改良資
「一一一一一一一「一一一一一一{

本年度の財源内 訳 節 |

自 本年度 前年度 比 較 特 定財源 説 明
一 般財源 区 分 金 額

国都支出金 地方債 その 他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.水道改良費 34910 43，200 ム8，290 。 。34910 。
， 

o水道改良に要する経費を計上
h 

15.工 事 詩-負費 14;910 消火栓工事

18.備品購 入 資 20，000 量 水 器

2.水道建設費 380，000 480，000 ム，100JJOO 。 。380，000 。 o水道建設に要する経費を計上

2給 料 7，124 一 般 職 5人

3.職員手当等 ス005

4.共 済 費 711 職員共済組合負担金他

な旅 費 90 普 通 旅 費

11.需 用 費 1，370 被 月良 費 16U 
{ 

364 ，~ 備消耗品資

燃 料 費 210 

印刷 製本費 180 

修 繕 費 456 
， 

13.委 託 料 5700 配水管布設実施設計 4700 

3五司
都道舗装復旧監督料 1β00 

15.工 事請 負 費 配水管布設工事

。 r[;;~?::~ 一一一一一一一一一一

計 414910 523，200 ム.108，290 。 。414910 

(款受託水道事業費〉
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崎てz、ムγl、 ートナ 費 明 存m ゴEヨ主

ーーーーーーーーーーー「

‘ 職 員 数 給 与 費
歎 項 共済 費 ρロミ 言十 イ席 考

特別職 一 般職 報 酬 給 料 職員手当等 計

人 人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1. 受託水道事業費 。 63 。 96，245 9矢169 1 95，41 4 矢588 205，002 

1. 水道管理賢 。 58 。 8矢121 92，1 64 1 8 1，285 8，877 1 90，1 62 

2. 建設改良費 。 5 。 ヌ124 ス005 1 4，1 29 7 1 1 1 4，840 

A 日 計 。 63 。 96，245 ?司169 1 95.41 4 引588 205，002 

千円

扶養 手当 3，486 時間外手当 5，096 児 童 手 当 144 

調整 手当 8，263 住 居 手当 ろ，024 夜 勤 手当 2.002 

職 員手当等の内訳

通勤 手当 2，677 特殊勤務手当 2，395 

管理職手当 3，604 
d 

期末勤勉手当 6 8，4 78 

，.-
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昭和 50年 度

農業共済事業特別会計予算書



附和 50年度目野市農業共済事業特別会計予算

(絵、則 〉

第 1 条 昭和 50年度目野市農業共済事業特別会計の予貨は、次K定めるととろKよる。

第 2 条業務予定量は、次のと:t~ .!?とする。

区分 引受戸数 引受面積 引受収量 区介 ヲ|受戸数 引受箱数及び頭数

戸 a 
285，60K9 0 

P 箱
水 稲 500 1 2，0 0 0 蚕繭 1 3 25 

陸稲 7 0 700 8，800 家 畜 6 5 9頭

一
麦 50 

(収益的収入及び支出〉

第 ろ 条収益的収入及び支出の予定額は、次のとなbと定める。

収 入

科 自 農作物共済勘定 |蚕繭共済勘定 家畜共演勘定 業務勘定 紙、 -&入3 

千円 千円 千円 千円 千円

第j款事業1収益 1，47 3 306 918 5，406 8，1 0 3 

第 ?項 事業収益 1，373 276 918 5，380 7.947 

し会2項 事業外収益 100 3 0 。 26 1 56 

支 出

手ヰ 自 |農作物共済勘定 蚕繭共済勘定 家畜共済勘定 業務勘定総 メ仁h王

千円 千円 千円 千円 千円

第1款事業費用 1，473 306 918 5.406 8，1 0 3 

第 1項 事業費用 1，473 306 918 5，260 7.957 

第2項事業外費用 G 。 。 1 3 1 1 3 1 

第3項予備費 。 。 。 1 5 1 5 
いーーーーーーー

(一時借入金〉

第 4 条 一時借入金の限度額は、次のとなbと定める。

ペ:121-



農作物共済一時借入金

蚕繭共済一時借入金

200千円

5 0 

家畜共済一時借入金 a ・ 200 

業務勘定一時借入金 500 

(他会計からの補助金〉

第 5 条 農業共済事業実施のため、一般会計からi補助を受ける金額は、 2，437千円である。

昭和 50年 3月11日提出

日野市長 森田喜美男
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昭和 50年度

農業共済事業特別会計予算

実施計画及び説明書
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収 益 的 収 入 及 ぴ 支 出

農作物共済勘定

第 1款農作物共済事業収益， 収 入

項 目 節 予 定 在百 説 明

千円
1. 事業 収 拾 1，37 3 

i ↑. 箆吋乍._物共済 掛て金 766 { (引受収量:x 1 K9-当b金額 )x基準共済掛金率)一国庫負担金

水 稲 共済掛金 690 

陸稲 共済 掛 金 6 1 

ρ=会ι-= 共 済 接ト 金 1 5 

2. 農作物保険金 596 
トー

7.K 稲 保 険 金 555 国庫負担金+納入保険料
ー

陸 稲 保 信ミ ，丹)l、-汁 29 
- 錨ー・ー「

麦 保 険 金 1 2 

3. 農作物責任準備金戻入 8 

麦 責 任 準備金戻 入 8 昭和 50年産麦

4 農 作 物無事 もど し
積 立 金戻 入

3 

水 稲無事 もどし
積 立 金 戻 入

陸稲 無 事 もどし
積 立 金 戻 入

麦無事もどし積立金戻入

ー

2. 事業外収益 100 

1. 業務勘定受 入 1 0 0 

業務勘 定 受 入 1 0 0 
一 ーー

言十 1，47 3 
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2主:1款良作物共演事業費用

;二子一丁- E 
1.事業費用

1 農作物保険料

2. 農作物共済金

支

定 額

千円
1，47 3 

48 

水稲保険料 I 20 

節 予

陸稲保険料 1 26 

2 

1，4 0 9 

水 稲 共 済 金 I 1，3 1 1 

麦 保険料

陸稲共済金 I 6 9 

麦 共 済金 I 2 9 

3 3. 農作物無事もど し金

水稲無事も どし 金

陸稲無事も どし 金 I 1 

l 麦無事も どし 金 I 1 

4 農作物責任準備金繰入 r-- I 1 3 

t
T
l
 

-一=ロ

麦責任準備金繰 入 1 3 

1，47 3 

-=112.8-

司

出

」説

給;共済掛金一〈国庫負担額十手持掛金 〉

引受収量ーx1 K~当 b 共済金額 ×基準共済推|金率

昭和47年~信仰 49年度

昭和 50年度 農家負担共済掛金一保険料

高
澗

1

1』
司

F
羽

r州
H
引
引
d
伺

a
u
-
r
1
3
4
'
f
a屯
』

L'
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喜三陶共済勘定

第 T認: 蚕繭共済事業収益 収 入
一一一

項一十 目 節 予 定 額 説 明
一

千円
1. 事業 収 276 

1.蚕繭共済掛金 6 共済金額×農家負担率

春蚕繭共済掛金 2 

初秋蚕繭共済掛金

晩秋蚕繭共済掛金 5 

2.蚕 繭 保 険 金 270 〈農家負担共済掛金+国庫負担共済接ト金 )x 90骨

春委融保険金
、 .. 

108 
一-

初秋蚕 繭 保険金 54 

晩秋蚕繭保険金 1 0 8 

2. 事業外収 益 3 0 

1. 業 務 勘 定受入 3 0 

業務勘定受 入 3 0 1 

計 306 

第1款蚕繭共済事業費用 支 出

項 自 節 |予 定 額 説 明

千円

1. 事業費 用 3 0る

1.蚕 繭保険料 6 (農家負担共済掛金)+(国庫負担共済控ト金)x 9 0弼一国庫負担掛金

春蚕繭 保険料 2 

初秋蚕 繭保 険料

晩秋蚕繭保険料 3 
ム

2. 蚕稿共済金 300 農家負担共済援}金+国庫負担介
~ 

春蚕繭共済金 1 2 0 

初秋蚕繭共済金 6 0 

晩秋蚕繭共済金 1 2 0 

言十 306 
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' 
家畜共済勘定

第 1款家畜共済事業収益 収
一 一一一一

項 自 節 予 rペιニφ 額 説 明

千円
1.事業収益 9 1 8 

一
1.家畜共済掛金 248 保険料一国庫負担

' 

事L 再己葬専務掛金 248 

2. 家 畜 保 険 金 670 

手L牛死廃 保険金 268 共済金額×死廃部介掛金率

乳牛病傷保険金 402 共済金額×病傷給付限度率
一一

言十 918 

第 1款家畜共済事業費用 支 出

項 目 節 予 定 符i 説 明

1.事業費用 918 
千円

1.家 畜 保 険 料 248 

死廃病傷保険料 248 共演掛金と同額
ーー

2. 家 畜 共 済 金 670 
一一

死 廃 共 済 金 268 保険金と同額
ト一一一一ー

病 傷 共 済 金 402 保険金と同額

言十 918 

~1 ，32-



業 務

第 1款業務事業収益 収 入

項 目 節 予定額 説 明

5，3剖jll1.事業 収益 千円

7受取補助金| 5.237 
トーー一一一
国都支出金 2800 国 2700都 100

一 般会計繰 入金 2，437 
一

2.賦 課 金 143 
ー -一

引受面積 x1 0アーノレ賦課金

水稲 12，0 0 0 a X 5 0円 6 0 

陸稲 700ax50円 3 

事務費賦課金 143 麦 600ax50円 3 

蚕繭 25箱 x60円

家畜共済金額

2，6 8 0，0 0 0 x 1 % 26 

前年度戻入 50 

2事業舛収益 26 

1.受取刑息 25 
一一

預金 来リ 子 25 

2.雑 収 入

雑 入

. 

一一一一一一一
言十 5，4 06 
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第 ?款 業務事業費用 支 出

戸長
節 i予定額

→ 
目 説 明

5，260千円
「ー一一一-

‘ 1U5主拡:賦課金 67 

支払事務費賦課金 67 水陸稲稲22、8、蚕麦繭21、、 加家畜入者1割42 0 

2.一 般管理費 4β22 

給 料 2，172 職員 1名

手 =、sづ， 等 1，780 職員手当等

報 酬 95 運営協議会委員

貸 金 1 41 共済連絡員

法定福利費 216 

3損.!!:i3害評助価言受宏会委委員員?121、8職員 46旅 費 256 
ト

通信運搬費 35 郵便料

印 刷 製 本 費 55 決算書、各報告用紙等

備消 品 費 37 共済新聞、月刊紙、参考図書、その社
ー

会 議 費 35 運営協議会食糧安等
"・

3.普及推進 費 10 

事業奨励費 10 酪農組合奨励費

4.損 害 評価 費 331 

報 酬 172 評価会委員

会 議 費 45 損害評価食糧費

賃 借 料 20 損害評価自動車借上料

賃 金 94 評価員

5.負 担 金 30 

関係機関負担金 30 

2，事業外費用 1 31 

1.支払刺息

借 入金利 息

2事業勘定繰入 130 
一一

農作物共済勘定繰入 100 

蚕繭共済勘定繰入 30 

3.予備費 15 

1.予 備 費 15 

、言十 5，406 一一一ーーーーー一一一一一日一一一一一
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li月初 50年度日野市農業共済事業計画

「一長一一 年三二二工寸一一五一一----w --j
一一一弓官甘守

フ示、 JFl 

1. 農作 物 共 済

(1 ) 水 稲 共済 ア引 戸コι， 戸 数 500戸

イ 司l 戸JζL 面 積 1 2，0 0 0 a 

ワ 号| 戸JιL 4反 量 2 8 5，6 0 OK~ 

区

「一ー一一

掛 金 2旦額額E十-1|一一一一一一一一一一-11111日Z3A2E1on LL 一一
カ!的共農

済

家 負担

(イ)国 庫 負 担

一一キ 保 険

ェ KJf当り共 済 金 額 170円
司同

オ 共 済 金 額 4 8，5 5 2，0 0 0 n (2 )初秋蚕臨共済 ア 引 戸Pι2. 戸 数 3戸

カ 保 険 金 額 4え76 5，4 57 11 イ ヲ! ~ζ L 木~目で 数 5箱

キ 共 済 接卜 金 額 1，5 5 3，6 6 4 n ウ 箱 当 b共済金額 1 2，0 0 0円

|例農 家 負 担 額 68矢827" エ 共 済 金 額 6 0，0 0 0 n 
|付)国 庫 負 担 額 8 6 3，8 37 11 ォ保 険 金 額 5 4，0 0 0 /1 

ク 保 険 料 19，80911 カ共 済 j卦 金 額 1，38 0 H 

(2) 陸稲 共 済 ア引 戸Jζt 戸 数 70p げ)農 家 負 担 額 660 R 

イ ヲl 戸3ζL 面 が: 7 0 0 a 付)国 庫 負 担 額 720 u 
ウ 号| 戸主主主ー 収 」A圭Z1L 8，8 0 OK9- キ 保 険 料 522 11 

ェ KP当り共 済金額 170円

オ共 済 金 額 1，4 9 6，0 0 0 11 

カ保 険 金 額 1，4 5 4，7 1 0 11 (31 晩秋蚕繭共済 ア引 戸>t 戸 数 5戸

キ共 済 提ト 金 額 1 5 5，58 4 Ii イ 号| 戸3ζ7，. 箱 数 1 0箱

家 負 担 額

ー
61，612" ウ 箱当 b 共 済 金 額 1 2，0 0 0円

庫 負 担 額 9 3，97 2 11 エ 共 済 金 額 1 2 0，00 Q' ff 

ク 保 険 料 2 5，7 0 8 11 オ 保 険 金 額 1 0 8.0 0 0 n 
問、 麦 ;共 t済 ア 引 戸>t 戸 数 5 0戸 カ共 済 誰ト 金 額 5， 1 6 0 n 

イ 号! 戸コミ2ー与 面 積 6 0 0 a 2，520 " 
-ー

fァ1農 家 負 担 額

ゥヲ| ~ 収 量 1 2，1 0 0 K9- 付)国 庫 負 担 額 2，6 4 0 fI 

ェ KJf当 b共 済 金額 7 5円 キ保 険 料 2，004 11 
司.

オ共 済 金 額 9 0 7. 5 0 0 11 

カ 保 険 金 額 8 9 0，6 2 0 N 

キ共 済 誰} 金 額 3 1，7 6 2 11 3. 家 畜共済 ア引 戸Fζ2，. 戸 数 6戸

'" 
家 負 担 額 1 4，9 6 0庁 イ ヲ| 受 頭 数 59頭

庫 負 担 額 1 6，8 0 2 " tr)乳 牛 5911 

ク 保 険 料 1，347 11 ウ共 済 金 額 2，68 0，0 0 0円

2 蚕繭共済 エ共 済 接ト 金 客員 4 9 5，8 0 0 R 

(1l春蚕臨共済 ア引 戸>t 戸 数 5戸 けう農 家 負 担 額 247， 900" 

イ ヲ! 戸3ζ， 箱 数 1 0箱

ー一 付)国 庫 負 担 額 247， 900n 

ウ 箱当 b共済 金 額 1 2，0 0 0円 オ 保 険 料 24ス900R 

エ 共 済 金 額 1 2 0，0 0 0 " 
← 職 員 計 画 損益勘 定所 属 人 員 1名

一オ 保 険 金 額 108，000" 戸一
-136- -137-



-r-げ ー

hヲ

1 

小JEn〉 与 費 月月 えm 三I主註ヨ

寸

〈 〉書は、ヌ寸前年度比較増滋

奇異 貝 数 給 与 費

款 項
， 

法定福寿IJ 費 メ口h、 言十
特'.1 別職 何般職 報 酬 給 料 手当 等 言十

人 人 千円 千円 千円 千円 千円 千円

共済事業 費 用 事 業 費 用 1 6 ( 0 ) 1 ( 0 ) 267 2，1 7 2 1，780 4，2 1 9 2 1 6 4，435 

A口. 言十 1 6 ( 0 ) 1 ( 0 ) 267 2，1 7 2 1，78 0 4，2 1 9 2 1 6 4，435 

前 年 度 1 6 68 1，545 1，292 2，905 1 5 4 3，059 

比 較 。 。 1 9 9 627 488 1，3 1 4 62 1，37 6 

千円

調 斗資:r全. 手 当 168 住 居 手 当 6 0 

手当等の内訳 通 勤 手 当 1 20 
1 

期 末勤勉手当 1，408 

時間外勤務手当 2 4 
F 

、正

『

.. -
a 

， 町.
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昭和ら0年)芝日野市農業共済事業会計資金計画 昭和 50年度日野市農業共済事業子定貸借対照表(当該年周

(昭和51年 3月31日〉

区 介 前年度決算買込額 当年度予定額 増 滅 区 介 農作物共済勘定 蚕髄共済勘定 家畜共済勘定 業務勘定経; -eコ

受 入 資金 引15 2，0 0 0円 1 0，47 8，0 0 0円 1，32 6，0 0 0円 1.流 動 資 産 円 円 円 円 円

受取補 助金 4，5 5 7， 0 0 0 5，2 3 7， 0 0 0 6 8 0，0 0 0 (1)現金預金 。 。 。1735.000 1735.000 

賦 課 金 3 9 9， 0 0 0 1 4 3，0 0 0 62 5 6，0 0 0 
ト一一一一一一一一一一トーー

流動資産計 G 。 。1735.000 1735DOO 

戸~ 取 利 ，息 25，000 2 5，0 0 0 。 資 産 JEh コ 言十 。 。 。1，7 35.000 1735.000 

雑 入 1，0 0 0 1，000 。 2_疏動負 債
ー

事業勘 定借 1，7 7 0，0 0 0 2，6 9 7， 0 0 0 92ス000 (1' 釆 払 金 。 。 。 640.000 640，000 

繰 越 現 金 2，40 0，0 0 0 2，3 7 5，0 0 0 ム 25，0 0 0 {21 業務繰延残金 。 。 。 2;400 2:400 

支払資金 7， 2 5 2，0 0 0 8，7 4 3，0 0 0 1，4 9 1，0 0 0 (3) 責 任 準備金 。 。 。 4.000 4.000 

支払賦課金 6 6，0 0 0 67， 000 1，000 流 動 負債計 。 。 。 646;400 646;400 

一 般管理費 4，59 5，0 0 0 4，8 2 2，0 0 0 227， 000 負 ，{J貝お ~ 言十 。 。 G 646，400 646井00

普及推進費 1 0，0 0 0 1 0，0 0 0 。 3. 資 本

損害評価費 233，000 3 3 1，0 0 0 9 8，0 0 0 (1) 第j 余 金 。 。 。1，088600 1ρ88600 

負 担 金 3 0，0 0 0 3 0，0 0 0 。 負債資本合計 。 。 。1735β00 1735.000 

支 払 来リ ，息 1，000 1，0 0 0 。
支払拠出金 。 。 G 

未 ヂム 金 5 0 0，0 0 0 6 4 0，0 0 0 1 4 0，0 0 0 

事業勘定 繰 入 3 2，0 0 0 1 3 0，0 0 0 9 8，0 0 0 

事業勘 定貸 1，7 7 0，0 0 0 2，6 9ス000 927， 000 
--

予 備 喪 1 5，00 0 1 5，0 0 0 。
差 ヲ| 1，9 0 0，0 0 0 1，7 3 5.00 0 ム16 5.0 0 0 
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昭和的年度損益計算書

(昭和49年 4月1日......SR和 50年 5月31日〉

~ 自 l共農済作勘定物
蚕 繭 家 畜

業務 勘 定 恥戸巴、、 A 日
共済勘定 共済勘定

1. 事 業 収 益
円 円 円 円 円

(1)共 済 推} 金 482000 4000 2'48000 734000 

(2) 保 険 金 385000 135β00 602000 1，122000 

(3¥受取無事も どし 金 。 1β00 1，000 

(4 ) 責任準備金戻 入 9.000 。 。 矢口00

(白)無事 もどし積立金戻入 。 1.008 1，000 

(61受 取 補 助 金 4557.000 455ス000
(7) 賦 課 金 399，000 39史000

事 業 収 益 A 口 計 876000 141β00 850000 4956000 6823β00 

2 事 業 費 用

(1)保 険 料 34000 4000 248000 286DOO 

(21 共 f書 金 866000 135β00 602000 1β03.000 

(3) 無 事 も ど し 金 2000 。 2DOO 

(4 )資任準備金繰 入 8000 。 。 8000 

( 5) 業務勘定繰 入 。 。 。
(6 '支 きム 賦 諜 金 66000 66000 

(7¥ ー 般 曲目 理 費 4610000 4610000 

(8) 普 及 推 進 費 10000 10DOO 

(日)損 害 評 価 費 233β00 233000 

(101負 担 金 30000 30000 

(11)業 務 雑 費 。
684800T 0 事 業 費 用 A 日 言十 908000 141，000 850000 4，949，000 

事業別益 〈事業損失 ) ム 32000 。 。 7.000 ム 25000 I 

3. 事 業 外 収 益

(1)事務勘定受入 32000 。 32000 

(21受 取 刺 ，患 25000 25β00 

(3'業 務 雑 収 入 1β00 1，000 

事 、業 ，外収 ?主主合 言十 32000 。 。26000 58000 I 

当 年 度 紙、 利 益 。 。 。33.000 33β00 

4.事 業 費外 用

(1 )業務支払5.f.1J息 1.000 1ρ00 

(2) 事業勘定繰入 32000 32000 

事業 外費 用合 計 。 。 。33JJOO 33.000 

当 年 度 車亀 別 益 。 。 。 。 。l
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昭和 49年度日野市農業共済事業予定貸借対照表(前年度〉

〈開和50年 5月31日〉

区 分 農作物共演勘定 蚕繭共済勘定 家畜共済勘定 業務勘定 続; A ロ

円 円 円 円 円

1 ・疏動資産

(11現金預金 。 。 。 1，900，000 1，900，000 

流動資産計 。 。 。 1，900，000 1，900，000 
ト-ー一一

資産合 。 。 。 1，900，000 1，900，000 

2.流動負債

(1)未払金 。 。 。 500，000 500.000 
ー

(21 業務仮受金 。 。 。 ろ，000 3，000 

(31 責任準備金 。 。 。 5，000 5，000 

流 動 負 債 計 。 。 。 508，000 508，000 

負 債合 官十 。 。 。 508，000 508，000 

3. 資 本

(1) 剰余金 | 。 。 G 1，392，000 1，392，000 

負債資本合計i 。 。 。 1，900，000 1，900，000 
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